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原
： .

理」
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た
る
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が
あ
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ご
言
へ
る
は
吾
人
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容
易
に
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肯
し
得
る
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で
あ
る
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吾
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ル
ケ
ソ
フ
、
ラ
ブ
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オ
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ラ
ム
ク
ス

等
が
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に
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载
句
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相
似
に
肢
惑
せ
ら
れ
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る
に
不
周
到
不
徹
底
な
る
考
戮
に
禍
：ひ
せ
ら
れ
て
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康
鐵
宣
言
を
以
て
コ
ン
シ
ダ
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會

主

義

原

理
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窃
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办
と
速
斷
せ
し
輕
擧
を
彼
等
の
爲
め
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悲
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も
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彼
等
無
政
府
主
義
著
^
-
ラ
ブ
リ
ォ
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は
t

t
會
民
主
主
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潸
で
，あ
る
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、

寧
る
無
政
府
主
義
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頃
い
V

&

る
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j

フ
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H

生
義
者
の
著
作
を
借
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し
•て
故
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に
其
政
敵
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る
マ
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ル
ク
ス
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チ
ン
ゲ
ル
ス
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以
て
萬
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を
僥
倖
せ
ん
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る
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徒
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依
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亭
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も
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と
言
ふ
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際
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1

雄
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パ
ラ
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ゾ
の
旗
本
か
御
貸
與
下
さ
つ
ハ

こ
こ
I-
厚
く
先
生
の
御
好
意 

か
謝
す
る
次
笫
で
あ
る
。

笫

十

九

卷(

九
四 
一)

0

刊
■
紹
介

m

l

s

k

金
融
の
基
礎
知
識

I I

國

.民

豫

箅

論

.

_

5

 ハ 
3

懸

金
融
に
.關

す

る

硏

究

は

蕖

多

く

箬

論

の】

倒
に 

委

ね

ら

れ

，て
®
*

C
N、

隨
っ
て
金
雛
を
金
融
機
關
の
方
百 

か
ら
風
測
す
る
こ
だ
に
重
き
を
置
く
風
で
あ
つ
た
が
、
 

近
寺
金
融
を
.

1

の
經
濟
現
象
ビ
じ
て
"
又
は
經
濟
的
事 

實
£

て
取
扱
ひ
"

斯
く
て
之
に
對
す
る
完
佥
な
る
硏 

<A
a

p
の
〒
は
れ
る
に
至
っ
ft

經
濟
學
硏
デ
の 

一
r

 

風
潮
と
し
て
、
，香
人
の
喜
ぶ
所
で
あ
る
。

高
隨
氏
の
新
著
亦
金
融
に
對
す
る
學
術
的
胪
汍
の
ー 

cf

以
つ
て
、
見
る
可
^

も
の
で
あ
る
。
本
書
の
#
造
を 

見
る
に
、
先
づ
金
融
資
金
な
る
も
の
く
性
質
を
明
に
し
、

笫
六
跋



(

九
®

D

新
へ
刊
紹
介
 

锻

六

號

I

三
八

金
融
資
金W

:

其
需
給
關
係
幷
に
信
用
の
職
能
を
說
い
て
說
明
を
»:

み
.た
«

に「

大
正
十
四
年
版」

の
«

^

が
?0

ば 

金
融
の
依
ぬ
て
行
は
.れ
る
所
以
を
述
べ
、
次
：ぃ
で
金
融
：

れ
る
。.
從
來
豫
算
殊
に
我
國
の
豫
算
の
不
可
解
で
あ
4
 

市
揚
に
就
て
略
說
し
た
後
、
金
融
の
統
制
.に
就
て
>
'
第

こ

I

、

I

般
の
公
評
で
あ
っ
て
、
豫
算
案
議
定
：の
任 

六
、
？

>

第
八
の
三
章
を
割
い
て
"

詳

細
に

記

述

し

：
に
.
當
る
貴
衆
兩
院
の
議
員
中
に
於
て
も
、
豫
算
を
理
解 

て
^

る
。
®

ふ
に
本
書
の
中
心
を
爲
し
、
叉
讀
#
に

大

一
，す
る
者
は
一
部
少
數
の
所
謂
財
政
通
に
lt

e>
.
:れ
て
居 

な
：̂
感
興
を
與
へ
る
の
.は
、
此
部
分
で
あ
っ
て
、
金

融

z
 

A

其
財
政
«

な
る
者
：も
豫
算
面
に
於
け
る
數
字
の
排 

の
時
に
逼
追
し
，
時
に
緩
和
す
る
所
以
、
此

趨

勢

に

對

列

を

心

得

て
.
居
る
だ
け
で
あ
っ
て
.、
此
擻
の
由
ク
て
來 

し
て
行
は
れ
る
絲
制
、
從
來
金
に
依
っ
て
統
制
^

れ

る

る

經

濟

敗

政

上

の

根

本

的

知

«
に
缺
げ
る
所
な
き
を
得 

を
常
と
じ
た
金
融
が
他
に
統
制
の
檫
準
を
求
め
ん
^

す

な

か

っ
.
k

.

o躲
ぐ
て
擞
算
は
麗
な
る
數
字
と
し
で
， 

る
ね
至
れ
る
事
情
が
最
も
芷
確
に
示
さ
れ
、
稀
れ
な
る
一
國
民
に
興
み
ら
れ
ざ
る
.0 :

賴
な
き
を
得
な
か
.
っ
た
0 .
で 

例

を

除

全

糨

を

通

じ

て

、
何

等

特

種

の

専

門

的

術

あ

る

.が 
>
 

斯
の
如
き
'
は
*
竟
像
算
の
數
字
に
生
氣
を
與 

語
♦か
用
ひ
ら
れ
ず
、
何
人
に
も
理
解
さ
れ

る

日

常

當

用

へ
•る
だ
け
の
說
明
が
な
ぐ
、
活
氣
を
加
べ
る
だ
け
の
評 

の
龉
を
以
づ
て
金
触
の
理
論
4

應
用
ヒ
が
說
明
さ
れ
て
論
の
行
は
れ
な
か
っ
れ
結

*

で
あ
る
。太
田
博
士
の

「

國 

@

る
こ
^

は
'
 

本

當

の

特

色

ヒ

じ

て

：、

* -

稱

す

べ

き

所

民

豫

算

論」

は
上
記
のg

に
於
て
、
我
國
學
界
の
缺
陷
を 

で
あ
る
々
. 

：
■

:

.

:

:

充

:;
,太 

經
て
"

決
算
に
至
る
ま
で
の
一
切
の
，斜
程
が
一
々
我
國 

二
月
初
版
發
行
以
來
版
を
a

ね
る
こ
々
十
數
次
^

今

囘
';
.
:ぃ

の

實

際

に

徵

し
.
て

，

平

易̂

說
明
さ
れ
、
一
鑛
能
く
豫 

改
訂
增
補
3

れ
た
も
の
が
«

ち
上
記
の
大
正
十
四
年
版
算
の
何
も
の
た
る
や
を
理
解
せ
し
め
る
。
第
四
日
本
豫 

で
あ
つ
て
"

大
IE

十
四
年
度
の
豫
算
に
例
を
取
つ
て
、

:;

算
史
は
明
治
初
年
以
來
最
近
に
至
る
ま
で
"
我
國
の
财

政
が
如
何
に
發
達
し
^
か
を
知
る
に
便
利
で
ぁ
务
、
附 

錄
ミ
し
て
豫
算
に
關
す
る
重
耍
法
令
が
網
羅
さ
れ
て
居 

る
。
英
國
大
藏
省
営
班
ヒ
ル
ト
シ
、
ヤ
シ
ダ
氏
曩
に「

^- 

國
々
民
財
撅
制
度」

を
著
し
て
、
英
國
財
政
の
通
俗
的
說
_
: 

明
を
試
み
た
が
、
太
田
博
士
の
國
民
豫
算
論
は
實
に
ヤ 

ン
ク
氏
の
著
*
に
比
す
可
&
も
の
で
ぁ
る
。
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△
四
月
ニ
十
七
日

」

»

村
兼
太
郞
敎
按
の
®
朝
歡
迎
會
を
萬
來
舍
洋
間
に
，
 

於
て
開
催
せ
り
。
席
上
幹
事
の
歡
迎
の
辭
，
野
村
敎
授 

の

細

橋

大

學

生

活

談

、

並

に

氣

賀

敎

授

の

.
滯

歐

述

讓
 

等

ぁ

办

、
..

一

同

歡

談

に

時

を

5

つ
し
、
一
午
後
九
時
閉
會
一 

す
。
當
日
出
席
若
左
の
如
し
。

野
村
、
氣
賀
？
金
：原
、
津
田
、
.
高
木
、
平
井
諸
敎
授
.

和
田
、
濱
谷
、
榴
原(

三
年)

野
村
、
奧
田
、
血
脇
，

小
林
、
寺
本(

ニ
年)

細
居
、
淼
、
久
野
丨
有
©

、
嫁 

本
、
上
月
、
新
川
、
內
田(

一
年)

各
幹
事
。

.

.

笫
十
九
卷_ 

(

九
.
■

)

，

雜

：

,;
報

△

五

月

士
1
|
日

'

理

財̂

會

春

季

大

會

を

午

後

一

時

ょ

り

大

講

堂

.に

於

て
左
の
如
き

.
ブ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
に
開
催
せ
り
。
議

者 

約
四
百
名
に
し
て
盛
&

な
り
き
>

一
、
經
濟
上
ょ
り
觀
た
る
中
世
0

意
義

野
村
•兼
太
郞
氏 

ニ
、
農
工
商
に
於
け
る
富
の
生
產
に
就
い
て

那

須

皓

氏

1

ニ
、
富

の

原

.因

の

硏

究

ご

し

て

の

人

口

論

ミ

貧

の 

原
因
の
硏
究
、、

」

し
て
の
人
ロ
論
.

高
^

誠

1

-

W

K

四
、
則
政
學
の
民
衆
化
.

太

田
JE

孝
氏 

尙
大
會
終
了
後
萬
來
舍
に
て
講
師
諸
氏
を
招
じ
て
晚 

發會を開催す、出席者次の如し。

，：
 

那
須
、
太
田
"

高
橋
、.
三
邊
'
 

金
原
、
伊
藤
、
平
井 

諸
氏
。̂

に
接
谷(

三
年)

小
林
、

Jf
a

E

、
野
村
、
武 

弁
、
奧
田(

二
年)

久
野
、
塚
本
、
有
野
、
細
居
、
漉 

(
1

年

)

諸
幹
事
。

：
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